






研究対象及び方法 

慶大医学部,東京都立清瀬小児病院,東京都済生会中央病院などの各病理部門で,剖検され

た O～44 才の日本人剖検例 160 例を,Intemational AtheroscIerosisProject により行なわ

れてきたarea ｰ grading methodにより,胸部(Thr),腹部(Abd),大動脈,左冠状動脈前下行枝

(LAD),回旋枝(LC),右冠状動脈回旋枝(RC)について,算定し,それぞれの症例の背景となる

年令,性,血圧値,コレステロール値,喫煙歴の有無,死因としての癌の有無と共に,SPSS の

数量化理論 1類中の林(1)の方法を用いて,多変量解析を行った。 


